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東
日
本
大
震
災
で
は
市
内
各
地
で
石
塀

や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
が
多
数
発
生
し
ま

し
た
。
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
被
害

件
数
が
多
か
っ
た
た
め
、
ま
だ
修
繕
さ
れ

て
い
な
い
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

余
震
も
ま
だ
続
く
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
修
繕
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
、
倒

壊
や
落
下
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
徒
歩
や
自
転
車
で
石
塀
や
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
付
近
を
通
る
際
も
十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

危
機
管
理
課
防
災
係

　
　
　

(

２
３)

１
１
１
５

　

市
で
は
東
日
本
大
震
災
以
前
か
ら
防
災

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
き
ま
し
た
が
、

大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
防
災
力
や
減

災
力
の
強
化
を
目
的
と
し
て
平
成
23
年
度

に
新
た
に
民
間
の
団
体
な
ど
と
防
災
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
に
締
結
し
た
防
災
関
係
協

定
な
ど
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

危
機
管
理
課
防
災
係

　
　
　

(

２
３)

１
１
１
５

　

さ
ま
ざ
ま
な
防
犯
対
策
や
子
ど
も
の
安

全
、
そ
し
て
自
主
防
犯
活
動
実
践
論
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
日
時
・
内
容

①
マ
ッ
プ
作
製
コ
ー
ス(

４
講
座
で
構
成)

　

６
月
23
日(

土)

　

 

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
４
時
30
分

②
リ
ー
ダ
ー
養
成
コ
ー
ス(

３
講
座
で
構
成)

　

６
月
30
日(

土)

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
20
分

●
場　

所

　

矢
板
市
生
涯
学
習
館

　

(

矢
板
市
矢
板
１
０
６
‐
２)

●
対　

象　

栃
木
県
民

●
定　

員　

各
講
座
80
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法

　

栃
木
県
く
ら
し
安
全
安
心
課
ま
で
電
話

　

で
申
し
込
み
。

※
開
催
日
前
日
ま
で
、
先
着
順
で
受
け
付

　

け
ま
す
。

※
１
講
座
か
ら
受
講
で
き
ま
す
が
、
全
７

　

講
座
の
う
ち
６
講
座
以
上
を
受
講
し
た

　

方
に
は
修
了
証
書
お
よ
び
バ
ッ
ジ
を
交

　

付
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

　
　
　

０
２
８(

６
２
３)

２
１
５
４

　

市
危
機
管
理
課
地
域
安
全
安
心
担
当

　
　
　

(

２
３)

１
１
１
５

地
震
で
被
害
を
受
け
た
石
塀
や

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
は
引
き
続
き
ご

注
意
く
だ
さ
い
!

各
種
団
体
な
ど
と
防
災
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

防
犯
講
座
「
ぼ
う
は
ん
カ
レ
ッ

ジ
２
０
１
２
」受
講
者
募
集

協定などの名称 協定団体 協定の概要

那須のみまもり隊 栃木県建設業協会那須支部
気象警報などが発表されていない平常時における
道路などの公共施設に破損があった場合の応急措
置活動など。

那須地区広域防災の
相互協力に関する協定

那須塩原市、那須町、
大田原警察署、
那須塩原警察署、
大田原地区広域消防組合、
黒磯那須消防組合、
栃木県建設業協会那須支部

気象警報などが発表されていない平常時における
突発的な災害や、市町を超える広範囲にわたる大
規模災害が発生した場合の、応急対策や人命救助
に必要な資機材などについて、被災自治体に替わ
り現場で活動する警察や消防からも直接要請をす
ることができる。

地域防災における公園緑
地等の保全に関する協定 みどりの会

災害が発生した場合における市が管理する公園緑
地内の樹木などの点検や倒れた樹木の撤去、応急
活動への協力活動など。

災害時における電気設備
の復旧等に関する協定 栃木県電気工事業工業組合 災害発生時における公共施設の電気の保安、停電

時の発電機の提供など。

災害時の情報交換に関す
る協定 国土交通省関東地方整備局

市内で発生した災害の被害状況などの情報を収集
し適切な自治体への支援をすることを目的に、国
土交通省が職員を市の災害対策本部へ派遣する。

災害時における生活物資
の供給協力に関する協定（株）カインズ

災害発生時に市が行う災害対策に必要な物資や被
災者の生活必需品の供給。

水防協力団体指定 栃木県建設業協会 気象警報発表時や台風などで市内の河川が増水し
た場合の巡視活動や水防活動の実施。

【平成 23 年度に締結した防災関係協定】
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市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
大
田
原
市
消
防
団

第
12
分
団
第
２
部(

品
川
、
中
の
原
の
一

部)

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
を
新

築
し
、
引
き
渡
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

旧
詰
所
は
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

た
め
、
一
刻
も
早
い
建
設
が
望
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
も
あ
り
、

比
較
的
早
い
時
期
に
建
設
す
る
こ
と
が
で

き
、
災
害
時
に
消
防
団
が
集
ま
り
や
す
く
、

安
全
に
出
動
で
き
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
消
防
、
防
災
の
拠
点
と
し
て
、

そ
し
て
地
域
住
民
の
安
全
、
安
心
な
暮
ら

し
の
た
め
に
有
効
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合

　

消
防
本
部
総
務
課

　
　
　

(

２
２)

３
１
５
２

　

大
田
原
市
立
小
中
学
校
再
編
整
備
検
討

委
員
会
で
は
、
第
２
回
委
員
会
を
開
催
し
、

西
原
小
学
校
を
適
正
と
さ
れ
る
規
模
に
す

る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
協
議
を
は
じ
め

ま
し
た
。

　

大
規
模
校
対
策
は
、
複
式
学
級
の
解
消

と
な
ら
ん
で
、
小
中
学
校
の
再
編
整
備
を

す
る
に
あ
た
り
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

児
童
総
数
が
１
０
０
０
名
を
超
え
、
県

内
で
も
2
番
目
に
多
い
西
原
小
学
校
は
、

児
童
数
の
増
加
傾
向
が
続
い
た
た
め
、
施

設
の
整
備
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
の
が
実

情
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
児
童
１
人
あ
た
り
の
施
設

面
積
が
市
内
の
小
学
校
の
中
で
も
最
も
少

な
く
、
運
動
会
の
競
技
種
目
や
保
護
者
な

ど
の
自
由
な
観
覧
を
制
限
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
入
学
式
・
卒
業
式
も
全
児

童
が
参
列
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、

学
校
規
模
の
観
点
か
ら
す
る
と
課
題
の
多

い
小
学
校
と
言
え
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
が
適
正
規
模
と
し
て
い
る

小
中
学
校
１
校
あ
た
り
の
学
級
数
は
12
〜

18
学
級
で
あ
り
、
児
童
数
を
７
０
０
名
程

度
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
田
原
市
立
小
中
学

校
再
編
整
備
検
討
委
員
会
で
は
、
多
く
の

意
見
を
出
し
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
委
員
会
で
は
、
児
童
の
分
布
な

ど
か
ら
、
よ
り
現
実
的
な
踏
み
込
ん
だ
議

論
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課
学
校
再
編
整
備
担
当

　
　
　

(

９
８)

７
１
１
１

第 12 分団第２部 
コミュニティ消防センター引渡式

西
原
小
学
校
の
児
童
数
・
学
級

数
に
つ
い
て
の
検
討
を
は
じ
め

ま
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー

新
築

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

大田原小
西原小
紫塚小
親園小
宇田川小
市野沢小
奥沢小
金丸小
羽田小
薄葉小
石上小
佐久山小
福原小
佐良土小
湯津上小
蛭田小
川西小
蜂巣小
寒井小
黒羽小
片田小
須賀川小
両郷中央小

546
1,025
348
143
92

371
100
102
74

237
122
81
40
65
82
74

138
49
52

149
44
53
93

4,080

25,591
26,319
21,337
15,112
11,970
27,543
15,061
21,805
20,954
19,405
17,030
11,059
6,919

19,832
22,657
22,490
22,506
10,883
23,242
26,235
13,221
19,301
13,620

434,092

46.9
25.7
61.3

105.7
130.1
74.2

150.6
213.8
283.2
81.9

139.6
136.5
173.0
305.1
276.3
303.9
163.1
222.1
447.0
176.1
300.5
364.2
146.5
106.4

5,610
7,260
3,668
2,683
1,851
4,306
2,095
2,541
2,396
3,669
2,204
2,857
1,787
1,849
1,969
1,840
3,190
1,312
1,915
3,868
2,128
2,580
1,859

65,437

10.3
7.1

10.5
18.8
20.1
11.6
21.0
24.9
32.4
15.5
18.1
35.3
44.7
28.4
24.0
24.9
23.1
26.8
36.8
26.0
48.4
48.7
20.0
16.0

1,306
1,000
1,000
584
601
610
590
603
621
601
899
601
600
618
626
638

1,656
238
464

1,200
998
996
601

17,651

2.4
1.0
2.9
4.1
6.5
1.6
5.9
5.9
8.4
2.5
7.4
7.4

15.0
9.5
7.6
8.6

12.0
4.9
8.9
8.1

22.7
18.8
6.5
4.3

番号 学校名
児童数
(人）

校　　地 校　　舎 屋内運動場
面積 面積 面積１人あたり １人あたり１人あたり

【市内小学校児童１人あたりの施設面積（㎡）】

計 （平均） （平均） （平均）

（平成 24 年４月 12 日現在）
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｢お
客
様
が
足
を
運
び
た
く
な
る
魅
力

あ
る
店
｣を
目
指
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店

が
店
主
の
こ
だ
わ
り
や
お
奨
め
商
品
、
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
研
究
・
開
発
し
た
商
品
が

｢逸
品
｣で
す
。

　

逸
品
を
持
つ
こ
と
で
お
店
の
個
性
を
明

確
に
打
ち
出
し
、
１
年
間
を
通
し
て
そ
の

商
品
を
お
奨
め
し
、
個
人
商
店
が
絆
づ
く

り
や
元
気
に
な
る
運
動
が
大
田
原
に
誕
生

し
た
｢与
一
逸
品
物
語
｣で
す
。
１
回
限
り

の
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
で
は
な
く
、
継
続
し

て
参
加
店
同
志
で
研
究
し
、
本
当
の
｢専

門
店
｣に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

一
店
逸
品
運
動
に
加
盟
す
る
個
人
商
店

の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、
毎
月
勉
強
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
逸
品
の
充
実
や
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
の
方
法
、
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
な
ど
、
意
見
交
換
し
、
さ
ら
に
魅
力

あ
る
専
門
店
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
１
年
間
か
け
て
研
究
し
て
き

た
、
｢与
一
逸
品
物
語
｣の
逸
品
カ
タ
ロ
グ

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ど
こ
の
お
店
で
何
が
逸
品
な
の
か
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

●
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
で
対
応
で
き
る
「
お

　

も
て
な
し
」
を
考
え
、
お
客
様
へ
の
サ
ー

　

ビ
ス
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
の
活
動
と
し
て

○
｢お
も
て
な
し
案
内
所
｣看
板
掲
示

○
｢当
店
の
逸
品
｣案
内
看
板
掲
示

○
｢与
一
逸
品
物
語
｣の
ぼ
り
旗
の
掲
示

●
既
に
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
は

○
｢与
一
逸
品
物
語
｣ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

(３
月
17
日
〜
31
日
)

○
サ
ウ
ン
ド
ク
ロ
ス
in
大
田
原

　

(３
月
17
日
)

○
大
田
原
に
ぎ
わ
い
市
(３
月
18
日
)

○
一
店
逸
品
お
店
回
り
ツ
ア
ー

　

(３
月
17
日
、
18
日
)

　

今
後
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、

逸
品
の
中
の
ラ
ン
チ
と
ガ
イ
ド
が
付
い
た

｢一
店
逸
品
お
店
回
り
ツ
ア
ー
｣(６
月
、

９
月
、
12
月
)や
、
参
加
店
が
中
心
に
な

り
、
仲
間
を
募
っ
て
定
期
的
な
｢大
田
原

に
ぎ
わ
い
市
｣な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

※
勉
強
会
を
通
じ
て
一
店
逸
品
運
動
に
参

　
加
し
た
い
と
お
考
え
の
個
人
商
店
の
方

　
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
商
工
会
議
所

　
　
　

(２
２
)２
２
７
３

　

地
域
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に
は
地
元
の
個
人
商
店
が
元
気
に
な
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

　

前
回
か
ら
３
回
に
分
け
、
大
田
原
商
工
会
議
所
と
大
田
原
商
店
連
盟
が
｢元

気
｣を
目
標
に
ス
タ
ー
ト
し
た
大
田
原
一
店
逸
品
運
動
の
｢与
一
逸
品
物
語
｣の

内
容
と
加
盟
店
の
紹
介
を
し
ま
す
。

大
田
原
一
店
逸
品
運
動
と
は
？

大
田
原
一
店
逸
品
運
動
と
は
？

大
田
原
一
店
逸
品
運
動
の

主
な
活
動
は
？

大
田
原
一
店
逸
品
運
動
の

主
な
活
動
は
？

今
後
の
予
定
は
？

今
後
の
予
定
は
？
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東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
の
復
興

を
願
っ
て
、
黒
羽
小
も
の
づ
く
り
ク
ラ
ブ

の
児
童
が
、
高
さ
３
メ
ー
ト
ル
の
大
こ
け

し
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

大
こ
け
し
に
は
、
黒
羽
小
全
児
童
と
保

護
者
な
ど
の
想
い
が
書
き
込
ま
れ
た
、
さ

く
ら
形
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
が
た
く
さ

ん
貼
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

被
災
地
に
一
足
早
い
春
を
届
け
よ
う
と
、

さ
く
ら
色
に
彩
ら
れ
た
大
こ
け
し
は
、
４

月
上
旬
に
福
島
県
郡
山
市
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

大
田
原
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
で
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

共
に
活
動
す
る
団
体
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
募
集
条
件

　

市
内
で
活
動
す
る
女
性
団
体

【
現
在
の
加
入
団
体
】

　

大
田
原
市
く
ら
し
の
会
・
大
田
原
市
女

　

性
の
海
外
研
修
派
遣
団
ウ
ィ
ン
グ
・
大

　

田
原
市
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議

　

会
・
大
田
原
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
・

　

大
田
原
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　

黒
羽
支
部
・
大
田
原
赤
十
字
病
院
看
護

　

部
む
つ
み
会
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
栃
木

　

県
第
23
団
・
新
日
本
婦
人
の
会
栃
木
県

　

本
部
大
田
原
班
・
栃
木
県
女
性
教
育
推

　

進
連
絡
協
議
会
大
田
原
支
部
菊
水
会

　

(

９
団
体
）

●
主
な
活
動
内
容

　

６
月　

と
ち
ぎ
県
民
の
つ
ど
い
参
加

　

９
月　

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
大
田
原
の

　
　
　
　

つ
ど
い
参
加

　

10
月　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
街
頭
協
力

　

11
月　

日
本
女
性
会
議　

参
加

　

１
月　

栃
木
県
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　

新
年
交
換
会
参
加　

な
ど

※
詳
し
く
は
政
策
推
進
課
市
民
協
働
係
ま

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
市
民
協
働
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
１

　

大
田
原
商
工
会
議
所
一
店
逸
品
運
動
実

行
委
員
会
で
は
、
昨
年
４
月
か
ら
参
加
店

の
各
店
主
の
こ
だ
わ
り
や
、
お
す
す
め
の

品
を
逸
品
と
し
て
開
発
・
発
掘
し
な
が
ら
、

本
当
の
｢専
門
店
｣を
目
指
し
て
研
究
会
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

３
月
に
第
１
回
目
の
｢一
店
逸
品
お
店

回
り
ツ
ア
ー
｣を
開
催
し
ま
し
た
。
好
評

に
つ
き
第
２
回
目
の
｢一
店
逸
品
お
店
回

り
ツ
ア
ー
｣を
開
催
し
ま
す
。

　

研
究
し
て
き
た
各
店
主
の
こ
だ
わ
り
や

逸
品
を
見
た
り
、
味
わ
っ
た
り
し
な
が
ら
、

魅
力
の
再
発
見
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日　

時　

６
月
７
日(

木)

　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

※

午
後
１
時
か
ら
逸
品
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

　

が
あ
り
ま
す
。

●
集
合
場
所

　

大
田
原
商
工
会
議
所
４
階

●
定　

員　

10
名(

先
着
順)

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
申
込
方
法

　

５
月
21
日(

月)

〜
31
日(

木)

の
午
前
８

　

時
30
分
〜
午
後
５
時(

土
・
日
を
除
く)

　

に
、
大
田
原
商
工
会
議
所
振
興
課
へ
電

　

話
ま
た
は
直
接
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
商
工
会
議
所
振
興
課

　
　
　

(

２
２)

２
２
７
３

　

も
っ
た
い
な
い
運
動
や
食
の
問
題
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
も
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

出
店
参
加
お
よ
び
当
日
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日　

時

　

６
月
23
日(

土)

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

雨
天
決
行

●
場　

所

　

大
田
原
体
育
館

●
内　

容

・
手
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー(

健
康
ぞ
う
り
、

　

マ
イ
箸
、
ア
ク
リ
ル
た
わ
し)

・
手
作
り
エ
コ
バ
ッ
グ
コ
ン
テ
ス
ト(

規

　

格
は
自
由
。
当
日
午
前
10
時
〜
10
時
30

　

分
ま
で
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

表
彰
も
あ
り
ま
す
。)

・
米
粉
パ
ン
の
試
食
、
販
売

●
出
店
募
集(

先
着
順)

・
内　

容

　

リ
サ
イ
ク
ル
家
庭
用
品(

40
店)

　

農
・
畜
産
物(

５
店)

　

省
エ
ネ
製
品
Ｐ
Ｒ(

５
店)

・
受
付
日
時

　

６
月
２
日(

土)

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

・
受
付
場
所

　

大
田
原
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

(

ユ
ー
ア
イ
館)

内
(営
林
署
跡
地
)

　

(

大
田
原
市
住
吉
町
１
‐
７
‐
１
)

　
　
　

(

２
４)

３
７
７
８

・
出
店
料　

１
区
画(

２
・
５
ｍ
×
２
ｍ)

　

５
０
０
円

●
主　

催

　

大
田
原
市
く
ら
し
の
会

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
く
ら
し
の
会
会
長　

菊
池

　
　
　

(

２
２)

６
１
９
４

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
６

被
災
地
の
復
興
を
願
っ
て

大
こ
け
し
を
制
作

大
田
原
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

加
入
団
体
募
集
中

一
店
逸
品
お
店
回
り
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

一
店
逸
品
お
店
回
り
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

第
６
回
消
費
者
ま
つ
り
開
催

第
６
回
消
費
者
ま
つ
り
開
催 第１回一店逸品お店回りツアー

湯津上支所に飾られた
　　　大こけし
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お知らせ

６月１日は人権擁護委員の日６月１日は人権擁護委員の日
　６月１日は、人権擁護委員法が施行された日です。
　全国人権擁護委員連合会では、毎年６月１日を｢人権擁護委員の日｣と定め、この日を中心として、全国
的な啓発活動を展開しています。
　大田原人権擁護委員協議会でも、｢人権擁護委員の日｣にあわせて、６月１日に特設人権相談所を開設しま
す。市長の推薦により法務大臣から委嘱された人権擁護委員が、いじめ・体罰・DV、近隣とのトラブル、
セクハラやストーカー行為など人権に関する相談をお受けしますので、お気軽にご相談ください。
※相談は無料で秘密は守られます。
●日程・場所　下記の「人権相談」のとおり。

●
６
月
の
相
談
の
窓
口

行政相談委員が国の行政全般についての相談や意
見・要望を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　６月 25 日（月）　午前 10 時～午後３時
　場所　大田原市福祉センター 
　　　　　　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　６月１日（金）　午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター
　　　　　　（９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　６月１日（金）　午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館（黒羽庁舎２階）
　　　　　　（５４)０１８４

■問い合わせ
　情報政策課広報広聴係
　　　（２３)８７００

総合行政相談

弁護士が無料で相談に応じます。予約が必要です
ので、総務課総務法規係まで電話でご予約くださ
い。
　日時　６月27日(水）午後１時30分～４時
　場所　大田原市福祉センター
　申込　６月20日(水)～26日(火）
　　　　午前８時30分～午後５時15分(土・日除く）

市民無料法律相談
■予約・問い合わせ
　総務課総務法規係
　　　（２３)１１１１

遺言の公正証書、土地建物・金銭の貸借、離婚給
付、会社設立定款などについて、公証人が無料で
相談に応じます。予約が必要ですので、公証役場
まで電話でご予約ください。
　日時　６月27日(水）午前10時～正午
　場所　大田原市福祉センター
　申込　土・日除く午前９時～午後５時

■予約・問い合わせ
　大田原公証役場
　　　（２３)０６６６

公正証書(法律)
無料相談

相談日は、祝日などにより原則と異なっている場合
がありますので、ご確認のうえご相談ください。

交通事故における損害賠償や示談交渉などについ
ての相談を専門の相談員が受け付けます。
　日時　毎週水・金曜日
　　　　午前９時～午後４時
　場所　栃木県庁那須庁舎内那須県民相談室

栃木県
交通事故相談

■問い合わせ
　交通事故相談用電話
　　　（２３)１５５６

人権擁護委員が名誉・信用の侵害、差別・いじめに
関する相談を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　６月１日(金）午後１時～４時
　場所　大田原市福祉センター　相談室
　　　　　　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　６月１日(金）午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター　研修室
　　　　　　（９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　６月１日(金）午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館　第２会議室
　　　　　　（５４)０１８４

■問い合わせ
　総務課総務法規係
　　　（２３)１１１１

人  権  相  談

自殺予防いのちの電話フリーダイヤル

自殺予防相談(死にたい、死のうと思っている。
生きている意味など。また、周辺にこのような人
がいる時など｡)
　日時　毎月10日  午前８時～11日  午前８時の24時間
　相談番号（フリーダイヤル）※通話料金無料
　　　　　　０１２０(７３８)５５６
■栃木いのちの電話相談（通常）※24時間365日
　　　　　　０２８(６４３)７８３０

■問い合わせ
　総務課総務法規係　　(２３)１１１１
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６月の日程６月の日程６月の日程集団健診集団健診集団健診

●｢特定健康診査｣または｢後期高齢者健診｣を受診する方は、｢保
　険証｣と｢特定健康診査受診券｣をご持参ください。
●申し込んだ日程を変更する方やまだ申し込みをしていない方は、
　健康政策課成人健康係までご連絡ください。変更のご連絡がない
　場合、ご希望の日に受診できないことがあります。
●市の健診は１年に１回の受診です。市民健康診査および国民健康
　保険の人間ドック･脳ドックで受診した項目は、重複して受診で
　きませんので、ご注意ください。

●受付時間　午前8時～10時
★印は午前7時30分開始

■問い合わせ
　健康政策課成人健康係
　　　（２３）７６０１

上奥沢・奥沢

中田原・市野沢

中田原・市野沢

須賀川地区

湯津上全地区

川西地区

黒羽地区

上薄葉・中薄葉

６月２日(土)

６月11日(月)

６月12日(火)

６月17日(日)

６月18日(月)

６月23日(土)

６月24日(日)

６月27日(水)

６月28日(木)

６月29日(金)

６月30日(土)

奥沢小学校

金田北地区公民館

金田北地区公民館

薄葉小学校

大田原東地区公民館

須賀川小学校

佐良土小学校

金田北地区公民館

黒羽保健センター

黒羽保健センター

薄葉小学校

日にち 会　　場 対象地区

薄葉第二団地・
野崎ニュータウン
川下刈切平林・
富士見・若草

荒井・町島・岡・
今泉・戸野内

　

｢関
東
地
方
環
境
美
化
運
動
の
日
｣(５
月

27
日
・
ご
み
ゼ
ロ
の
日
)に
散
乱
ご
み
の
市
内

一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
日　

時　
５
月
27
日
(日
)午
前
７
時
〜
９
時

●
ご
み
集
積
場
所　

各
自
治
会
の
回
覧
板

　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象
の
ご
み　

｢も
や
せ
る
ご
み
｣｢缶

　

類
(き
れ
い
な
も
の
だ
け
)｣｢ビ
ン
・
ガ

　

ラ
ス
類
｣｢も
や
せ
な
い
ご
み
(汚
れ
た

　

缶
類
を
含
む
)｣

●
そ
の
他

・
拾
っ
た
ご
み
は
、
種
類
別
に
分
別
。

・
拾
っ
た
ご
み
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
に

　

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
落
ち
葉
、
草
な
ど
は
現
在
収
集
が
で
き
ま

　

せ
ん
の
で
、
集
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ご

　

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
環
境
対
策
係

　
　
　

(２
３
)８
７
０
６

《
当
日
の
問
い
合
わ
せ
》

　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原

　
　
　

(２
０
)２
２
７
０

　

乳
幼
児
健
康
相
談

　

管
理
栄
養
士
・
保
健
師
・
看
護
師
が
子

育
て
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

  【
６
月
６
日
(水
)】

・
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
場
所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

  【
６
月
８
日
(金
)】

・
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

・
場
所　

黒
羽
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内　

容　

身
長
と
体
重
測
定
、育
児
相
談

●
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
問
い
合
わ
せ

　

子
ど
も
幸
福
課
母
子
健
康
係

　
　
　

（
２
３
）８
６
３
４

　

も
ぐ
も
ぐ
ご
っ
く
ん
教
室

　

５
カ
月
〜
離
乳
食
完
了
期
を
対
象
と
し

た
、離
乳
食
の
進
め
方
・
調
理
法
を
学
ぶ
教

室
で
す
。事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

●
日　

時　

６
月
７
日
(木
)

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場　

所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内　

容

　

講
話
、実
習
(デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
）

●
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
問
い
合
わ
せ

　

子
ど
も
幸
福
課
母
子
健
康
係

　
　
　

（
２
３
）８
６
３
４

●
試
験
日
時

　

10
月
28
日
(日
)午
前
10
時
〜
正
午

※
試
験
時
間
は
解
答
免
除
な
ど
の
状
況
に

　

よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
試
験
会
場

・
第
１
会
場　

宇
都
宮
大
学
(峰
キ
ャ
ン

　

パ
ス
)　

宇
都
宮
市
峰
町
３
５
０

・
第
２
会
場　

と
ち
ぎ
健
康
の
森

　

宇
都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７
‐
１

●
試
験
案
内
書
(申
込
書
)の
配
布

・
配
布
期
間　

６
月
18
日
(月
)〜

・
配
布
場
所　

栃
木
県
庁
(保
健
福
祉
部

　

高
齢
対
策
課
)、
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
、

　

市
高
齢
者
幸
福
課
、
各
健
康
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
、
各
栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
、

　

と
ち
ぎ
健
康
の
森
総
合
受
付

※
受
験
希
望
者
は
お
近
く
の
配
布
場
所
で

　

申
込
書
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
点
字
用
を
ご
希
望
の
方
に
は
、
点
字
受

　

験
者
用
案
内
書
を
無
料
で
郵
送
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法

・
受
付
期
間　

７
月
２
日
(月
)〜
18
日
(水
)

・
受
付
方
法　

試
験
案
内
書
を
同
封
の
封

　

筒
を
使
い
、
簡
易
書
留
で
送
付

※
７
月
18
日
当
日
消
印
有
効

●
受
験
料　

７
７
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
知
事
指
定
試
験
実
施
機
関

　

社
会
福
祉
法
人
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会

　

事
業
部
事
業
企
画
課

　
　

〒
３
２
０
‐
８
５
０
３

　
　

宇
都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７
‐
１

　
　

と
ち
ぎ
健
康
の
森
２
階

　
　
　

０
２
８
(６
５
０
)５
５
８
７

　
　
　

０
２
８
(６
２
７
)２
５
２
２

ご
み
の
一
斉
清
掃

平
成
24
年
度
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
の
ご
案
内

保
健
セ
ン
タ
ー
教
室
・
相
談

★

★

★

★

★
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　休日等急患診療所は、市民の健康
を守るために、那須郡市医師会の開
業医などが交代で、休日等の夜間の
初期救急患者の診療を行っています。
　比較的軽い症状のときは、まず休
日等急患診療所をご利用ください。
　診察をしたうえで詳しい検査や入
院が必要な場合は、速やかに救急指
定病院などと連携して適切な診療を
行います。

　健康政策課健康政策係
　　　 (２３)８７０４
　平日  午前８時30分 ～午後５時15分

名  　称 大田原市
休日等急患診療所

黒磯那須地区
休日等急患診療所

診 療 日
日曜日、火曜日、水曜日
休日
お盆(8／14～8／16)
年末年始(12／29～1／3)

日曜日、月曜日、木曜日
金曜日、土曜日
休日
年末年始(12／29～1／3)

診療時間 ６時30分～ ９時30分 ７時～10時

所 在 地 大田原市若草1-832
(大田原保健センター隣接)

電話番号 ０２８７(２３)６５００

那須塩原市黒磯幸町8-10
(黒磯保健センター内)

０２８７(６３)１１００

午後 午後 午後 午後

案 内 図
大田原小学校

消防署

大田原警察署

室井病院

白河信金

福祉センター

ボウリング場

大田原
女子高校
大田原
女子高校

大田原小学校
消防署

大田原
赤十字病院
大田原
赤十字病院

大田原警察署

大田原
市役所
大田原
市役所

室井病院
大田原
郵便局
大田原
郵便局

白河信金

福祉センター

ボウリング場
黒　

磯　
駅

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

黒磯那須地区
休日等急患診療所

福島整形外科病院福島整形外科病院

大田原市
休日等急患診療所

●大田原市休日等急患診療所診療日
●黒磯那須地区休日等急患診療所診療日
■２診療所同時診療日

６月 の 診 療 日

夜間等診療当番病院夜間等診療当番病院
病院群輪番制病院

(一般)
小児二次救急当番病院

(小児)
大田原赤十字病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

国際医療福祉大学病院

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

【診療時間】　午後５時30分～翌朝午前８時30分　

大田原赤十字病院 住吉町2-7-3

那須中央病院 下石上1453　

菅間記念病院 那須塩原市大黒町2-5　

国際医療福祉大学病院 那須塩原市井口537-3

曜
日

曜
日

◎比較的軽い症状の方は、平日の診療時間内に受
　診するか、休日当番医、休日等急患診療所をご
　利用ください。
◎事前に当番病院に電話をしてから受診してくだ
　さい。

0287(23)1122

0287(29)2121

0287(62)0733 　

0287(37)2221

休日の午前９時～午後５時
にかかりたいとき

夜間に比較的軽い症状で
かかりたいとき

夜間・早朝に比較的重い
症状でかかりたいとき

事前に当番医療機関に電話を
してから受診してください。
また、やむを得ず変更になる
場合があります。

【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時
【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時

休日等急患診療所休日等急患診療所休日等急患診療所大田原市
黒磯那須地区
大田原市
黒磯那須地区
大田原市
黒磯那須地区

６月の休日当番医６月の休日当番医

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

急な病気やけがで心配なとき、家庭での対処方法などを
経験豊富な看護師がアドバイスします。

●相談時間　毎日  24時間
●電話番号　０７０－６５７１－８５３７

●大田原赤十字病院電話相談●●大田原赤十字病院電話相談●
●相談時間　毎日  午後７時～午後11時
●電話番号　０２８－６００－００９９
　　　　　　局番なし ♯８０００

※携帯電話・プッシュ回線の方　

●とちぎ子ども救急電話相談●●とちぎ子ども救急電話相談●●とちぎ子ども救急電話相談●
電話相談電話相談

■休日当番医・休日等急患診療所・夜
　間等診療当番病院に関する問い合わせ

日

３
10
17
24

月

４
11
18
25

火

５
12
19
26

水

６
13
20
27

木

７
14
21
28

土
２
９
16
23
30

金
１
８
15
22
29

電 話 番 号所　在　地当　番　医日（曜日）

青柳医院

赤羽胃腸科外科肛門科医院

松井医院

磯医院

中央2-1-2

城山2-5-29

城山1-2-3

黒羽向町8

(２２)２１２２

(２３)１１３１

(２２)２０６７

(５４)００２０

　３日(日)

10日(日)

17日(日)

24日(日)
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収縮期

拡張期

収縮期

拡張期

１３０

８５

★１２５

８０

１４０

９０

１３５

８５

１３０

８０

１２５

７５

１４０

９０

１３５

８５

若年・中年者 脳血管障害者糖尿病、慢性腎臓病、
心筋梗塞後

高齢者
(65 歳以上)

診
察
室
血
圧

家
庭
血
圧

【目標血圧値(値未満が目安)】(表１)

【成人の血圧値分類(日本血圧学会)】

拡張期血圧

収
縮
期
血
圧

至適血圧

重症血圧

中等症高血圧

軽症高値血圧

正常高値血圧

至適血圧

重症血圧

中等症高血圧

軽症高値血圧

正常高値血圧

正常血圧正常血圧

180

(㎜Hｇ)

(㎜Hｇ)

160

140

130
★125

120

80 85 90 100 110

【平成23年度市民健康診査有所見順位(％)】

LDL  コレステロール

血圧

男　性 女　性

血圧

HｂA１ｃ

HｂA１ｃ

LDL  コレステロール１位 ５９.１

５１.７

５３.５

６０.８

４４.０

５９.７２位

３位

■相談・問い合わせ
　健康政策課成人健康係
　　 （２３）７６０１

　血圧とは、全身に血液が運ばれるとき、動脈の血管にかかる圧力のことです。｢高血圧｣と診
　断されるのは、収縮期血圧140mmHg以上または拡張期血圧90mmHg以上(安静時血圧で少
　なくとも２回以上の測定値)ですが、目安の値は年齢や一人一人の健康状態によっても違い
　ます(表１)。あなたの血圧はどの段階ですか？
※★印は家庭血圧の正常基準値です。

　大田原市では市民健康診査を受けた方の約２人に１人に高血圧の所見がありました。
　また、大田原市国民健康保険加入者のうち2,852件が高血圧の治療をしています(平成23年6月
　審査分)。高血圧の治療者の割合は全体の12.2％を占め、一番多い受診者数です。高血圧は循
　環器病のもとになる病気で、大田原市の健康問題にもなっています。

●あなたの血圧はどの段階？

●受診率が一番多い高血圧

●

●
●

●

●

正常血圧ですが高めです。
生活習慣を改善しましょう。

直ちに生活習慣の改善、医
師の指示による薬物治療が
必要です。

生活習慣の改善が必要です。
１～３カ月以内に再測定し、
値が高ければ医師の指示によ
る薬物治療が必要です。
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●高血圧の状態を放っておくと…

●血圧はどうして上がるの？

　高血圧は症状に出ないことがほとんどです。高い血圧が常に続いていると血管に大きな負担
　がかかります。そして、血管が硬くもろくなり血液がスムーズに流れにくくなる｢動脈硬化｣
　が進んでいきます。
　長い時間をかけて動脈硬化が進むと、命にかかわる病気につながる危険もあります。

血圧が高くなる原因としては、次のことが関係しています。
・遺伝的要素
・食べ方（食塩の摂りすぎ）…体内の水分量が多くなるため、血管への負担になります。
・肥満…体内の血液の量が増えて、血管への負担が大きくなります。
　(近年、肥満に伴う高血圧が増えています。)
・運動不足…肥満につながります。
・たばこ…動脈硬化をまねき、血管が固くなります。
・過労、緊張、睡眠不足…交感神経の働きにより、血圧が上がります。
・アルコール…体に入ったアルコール濃度を薄めようと、体内の水分量が増えるため、血管
　に負担がかかります。
◎当てはまるものはありましたか？血圧の変化はこれらの生活習慣が関係します。
　血圧に影響を与える生活習慣を振り返り、高血圧や動脈硬化を予防する生活を心がけま
　しょう。

＜血圧豆知識＞＜血圧豆知識＞
【家庭での血圧自己測定のポイント】

※日本血圧学会
　家庭血圧測定ガイドライン参照

　血圧は時間帯や季節の中でも変動があり、病院や健診など測定する環境によっても異なります。
自分の本当の血圧を知るために、家庭での自己測定をおすすめします。
★血圧計の選び方
　・誤差が少ない上腕測定タイプや上腕挿入タイプがおすすめ
★正しい測定方法
　・１日２回(朝・夜)測定する
　　　朝　①起床後１時間以内、②トイレに行った後、③朝食の前、④薬を飲む前
　　　夜　①寝る前、②入浴や飲酒の直後は避ける
★測定時のポイント
　・椅子に座って１～２分経ってから測定、カフを巻いた上腕部は心臓と同じ高さで測定する
　・薄手のシャツ１枚なら着たままでもよい
※自宅での測定値は、主治医が治療内容を判断する際の大切な判断材料になるので、記録すること
　をおすすめします。

【高血圧の影響】

臓器 影　響 起こりうる障害臓器 影　響 起こりうる障害

脳

心臓

腎臓

脳の血管は複雑に曲がっていて、太い血管から急に細い血
管になります。血圧が高いと血管が傷みやすい構造になっ
ています。

高血圧の時には、心臓が普通より強く収縮します。必要以
上に強く収縮し続けると、心臓は酸素不足になり負担がか
かります。

腎臓は体内で最も血流が豊富で、毛細血管のかたまりでで
きています。血管の壁も薄く、高血圧で真っ先に影響を受
ける臓器です。

脳卒中、脳梗塞、
無症状性脳血管障害

左室肥大、心筋梗塞、
狭心症、心不全

尿蛋白、腎障害、
腎不全
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●
日　

時

　

５
月
24
日（
木
）、６
月
22
日（
金
）、７
月
26
日

　
（
木
）、
８
月
24
日（
金
）、
９
月
27
日（
木
）、

　

10
月
26
日（
金
）、11
月
22
日（
木
）、12
月
14
日（
金
）

　

平
成
25
年

　

１
月
24
日（
木
）、２
月
22
日（
金
）、

　

３
月
14
日（
木
）

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜

※
完
全
予
約
制
、事
前
の
電
話
予
約
が
必
要
。

　

こ
の
際
、
保
健
師
に
よ
る
相
談
概
要
の
確

　

認
、ク
リ
ニ
ッ
ク
受
診
の
要
否
の
確
認
あ
り
。

●
場　

所　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
大
田
原
市
住
吉
町
２
‐
１
４
‐
９
）

●
対
象
者

･
精
神
疾
患
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方

･
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方

･
認
知
症
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方

･
人
と
の
関
わ
り
方
で
悩
ん
で
い
る
方
（
家

　

庭
・
職
場
・
近
隣
な
ど
）

･
思
春
期
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方
（
不
登

　

校
・
性
の
悩
み
・
家
庭
内
暴
力
・
拒
食
過

　

食
な
ど
）

･
身
近
な
方
を
亡
く
さ
れ
悩
ん
で
い
る
方

･
こ
れ
ら
の
方
の
ご
家
族
で
悩
ん
で
い
る
方

●
相
談
担
当
者　

精
神
科
医
師
、保
健
師

●
そ
の
他

　

保
健
師
に
よ
る
相
談
は
随
時
実
施
。事
前

　

の
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

■
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
支
援
課

　
　
　

（
２
２
）２
２
５
９

　
●
期
日
・
内
容
・
助
言
者

　　
●
時　

間

　

各
日　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場　

所

　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
大
会
議
室

　
（
大
田
原
市
住
吉
町
2
‐
14
‐
９
）

●
対　

象

　

う
つ
病
、
統
合
失
調
症
な
ど
心
の
病
を
持

　

つ
方
の
ご
家
族

●
申
込
方
法

　

事
前
に
県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
電

　

話
で
申
し
込
み
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

精
神
保
健
福
祉
担
当

　
　
　

（
２
２
）２
２
５
９

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
言
語
聴
覚
学
科
言

語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
で
は
、
摂
食
・
嚥
下
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
日　

時

　

５
月
19
日（
土
）

　

午
後
１
時
か
ら
受
付
開
始

●
会　

場

　

国
際
医
療
福
祉
大
学

　

Ｆ
棟
１
０
１
教
室（
大
講
堂
）

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
【
講
演
①
】

　

午
後
２
時
〜
２
時
50
分

　
「
飲
み
込
み
の
医
学
―
犬
は
む
せ
ま
す

　

か
?
」

　

新
美
成
二
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
言
語
聴

　

覚
セ
ン
タ
ー
長
）

　
【
講
演
②
】

　

午
後
２
時
50
分
〜
3
時
50
分

　
「
安
心
し
て
食
事
を
楽
し
む
た
め
に
―

　

リ
ハ
ビ
リ
方
法
を
伝
授
し
ま
す
」

　

柴
本　

勇（
国
際
医
療
福
祉
大
学
言
語
聴

　

覚
学
科
）

　
【
質
問
コ
ー
ナ
ー
】

　

午
後
４
時
〜
4
時
30
分

　
「
摂
食
・
嚥
下
障
害
の
疑
問
・
悩
み
に

　

答
え
る
」
国
際
医
療
福
祉
大
学
言
語
聴

　

覚
学
科
、
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ

　

フ
及
び
講
師

●
参
加
費

　

無
料

●
参
加
者

　

市
民
、
学
生
、
医
療
従
事
者
、　

福
祉
施

　

設
関
係
者
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

な
ど

　

ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

●
申
込
方
法

　

メ
ー
ル
、
F
A
X
の
い
ず
れ
か
の
方
法

　

で
、
次
の
必
要
事
項
を
記
入
し
左
記
ま

　

で
申
し
込
み
。

　

①
氏
名
②
住
所
③
職
種
（
医
療
・
福
祉

　

専
門
職
の
場
合
）④
所
属
名
（
な
い
場
合

　

は
市
民
と
記
し
て
く
だ
さ
い
）⑤
今
後

　

の
セ
ミ
ナ
ー
案
内
希
望
の
有
無

　
　
　

ihw
.program

.@
gm

ail.com

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
総
務
課

　
　
　

（
２
４
）３
０
０
０

　
　
　

（
２
４
）３
1
０
０

　
　
　

ihw
.program

.@
gm

ail.com

　
　

（
国
際
医
療
福
祉
大
言
語
聴
覚
学
科

　
　

柴
本
勇
宛
メ
ー
ル
）

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

平
成
24
年
度

精
神
保
健
福
祉
ク
リ
ニ
ッ
ク
日
程
表

平
成
24
年
度　

第
１
回
摂
食
・

嚥
下
セ
ミ
ナ
ー
開
催

心
の
病
を
理
解
す
る
た
め
に

家
族
教
室
の
案
内

６月29日(金)

７月20日(金)

８月17日(金)

９月21日(金)

10月(予定)

11月16日(金)

12月(予定)

１月18日(金)

２月15日(金)

３月15日(金)

期　　日 内　　容 助　言　者
精神保健福祉士

保健師

精神保健福祉士

精神保健福祉士

医師

ヤンセンファーマ（株）

医師

作業療法士

地域生活支援センター

栃木県障害者職業センター

５月18日(金) 家族の気持ちを話してみよう

病院の作業療法について

当事者の気持ちを聞いてみよう

家族のための家族教室

家族のための家族教室

心の病気を知ろう～総合失調症について～

就労するためのステップアップ

家族のための家族教室

心の病気を知ろう～うつ病について～

幻聴・幻覚を体験してみよう

家族のための家族教室 保健師

え
ん    

げ



お知らせ
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栃
木
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
連
合
会
で

は
、
母
子
家
庭
な
ど
を
対
象
に
、
県
内
を

巡
回
し
て
の
就
業
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

就
業
経
験
が
な
い
方
、
専
業
主
婦
で
あ
っ

た
期
間
が
長
く
再
就
職
に
不
安
が
あ
る
方

な
ど
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

　

県
内
に
お
住
ま
い
の
母
子
家
庭
の
母
お

　

よ
び
寡
婦
の
方
。

●
相
談
日

○
6
月
6
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

大
会
議
室

○
7
月
21
日
（
土
）　

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　

市
総
合
文
化
会
館　

第
一
会
議
室

※
相
談
に
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　

相
談
日
の
前
日
ま
で
に
左
記
ま
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

子
ど
も
幸
福
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
３
２

　　

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ

母
子
家
庭
な
ど
に
対
す
る

就
業
相
談
の
実
施

■問い合わせ　
　大田原年金事務所
　　　(２２)６３１１
「ねんきんダイヤル」
　　　０５０(０５)１１６５
　市国保年金課国民年金
　　　(２３)８９２８

免除された保険料を追納すると、満額の年金額に
近づけることができます
免除された保険料を追納すると、満額の年金額に
近づけることができます

　国民年金の保険料免除期間には、全額免除、４分
の３免除、半額免除、そして４分の１免除の４つの
種類があります。これらの免除期間は、老齢・障害・
遺族の各基礎年金について、年金を受けるための資
格期間をみる場合、保険料を全額納めた期間と同じ
とみなされます。

　保険料免除期間は、老齢基礎年金の年金額を計算
するうえでは、免除の種類に応じて減額されます。
保険料を全額納めたときを１とすると、全額免除期
間は２分の１、４分の３免除期間は８分の５、半額
免除期間は４分の３、４分の１免除期間は８分の７
で計算されます。なお、平成21年３月以前に免除を
受けた期間は、全額免除期間は３分の１、４分の３
免除期間は２分の１、半額免除期間は３分の２、４
分の１免除期間は６分の５で計算されます。
　また、学生納付特例と若年者納付猶予によって保
険料の納付の全額が猶予された期間は、資格期間に
は反映されても、老齢基礎年金の年金額に反映され
ないカラ期間とみなされます。

　そこで、これらの保険料免除期間や納付を猶予さ
れた期間については、経済的にゆとりができたとき
に、10年以内であれば保険料を追納して満額の老齢
基礎年金に近づけることができます。
　追納できる期間の順序は、原則として先に経過し
た月から順次納めなければなりませんが、学生納付
特例期間または若年者納付猶予期間よりも前に保険
料免除期間がある場合には、どちらを優先して納め

るかを本人が選択することができます。学生納付特
例期間と若年者納付猶予期間とは同順位とされてい
ます。
　追納する保険料額は、保険料の免除や猶予された
当時のそれぞれの保険料月額に経過期間に応じて決
められた額が加算されます。ただし、平成22年度お
よび平成23年度中の免除期間については、この加算
はありません。
　なお、追納した月については、追納したその日に
保険料が納付されたものとみなされ、基礎年金等の
受給資格期間や年金額等などの計算においては、保
険料納付済期間として取り扱われることになります。
　保険料を追納するための納付書の発行には申し込
みが必要ですので、お近くの年金事務所にお問い合
わせください。追納を希望するときは、「国民年金
保険料追納申込書」を年金事務所長に提出します。
この「申込書」には、自分の免除または納付猶予の
期間を確認して記入することになっています。保険
料の免除や納付猶予を受けた期間の確認や記入方法
については、年金事務所へお問い合わせください。
　追納の申し込みをして承認されれば、通知書と納付
書が送られてきます。追納は先に経過した古い月の
分から納めなければなりませんが、誤って新しい月
の分を納めた場合には、保険料が還付されます。ま
た、納付書に記載されている期限までに追納をしな
いと、納めた保険料は還付されることになります。

免除されると年金額は減額

10 年以内に追納を



　

身
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
り
、
心
身
の

発
達
や
精
神
に
障
害
が
あ
っ
た
り
す
る
方

の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
要
件
の
も
と
に
軽
自
動
車

税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
車
両

 

・
障
害
者
が
所
有
し
、
障
害
者
本
人
が
運

　

転
す
る
車

 

・
障
害
者
ま
た
は
障
害
者
と
生
計
を
一
に

　

す
る
方
も
し
く
は
常
時
介
護
を
す
る
方

　

が
所
有
し
、
生
計
を
一
に
す
る
方
も
し

　

く
は
常
時
介
護
を
す
る
方
が
運
転
す
る
車

※
構
造
が
身
障
者
の
利
用
に
供
す
る
た
め

　

の
車
（
車
い
す
移
動
車
）
や
公
益
の
た
め

　

に
直
接
専
用
す
る
車
も
減
免
の
対
象
に

　

な
り
ま
す
。

●
減
免
の
対
象
と
な
る
障
害
の
範
囲

 

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

　

て
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

 

・
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

 

・
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、
障

　

害
の
範
囲
が「
A
」「
A
1
」「
A
2
」の
方

 

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

　

受
け
て
い
て
、
障
害
の
程
度
が
１
級
の
方

※
該
当
要
件
や
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
載
せ 

て 

　

あ
り
ま
す
。）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

 

・
手
帳（
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
な
ど
）

 

・
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証

 

・
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

 

・
印
鑑

●
申
請
す
る
期
間

　

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
が
届
い
て
か

　

ら（
５
月
11
日（
金
）発
送
）、
軽
自
動
車

　

税
納
期
限（
５
月
31
日（
木
））ま
で
に
申

　

請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

 

・
申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
減
免
を
受
け

　

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

 

・
減
免
の
対
象
は
、
普
通
自
動
車
な
ど
を

　

含
め
て
１
人
１
台
で
す
。

 
・
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
大
田
原
県

　

税
事
務
所（　

２
３‐

４
１
７
２
）に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
税
制
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
８
５

　

湯
津
上
支
所
総
合
窓
口
課

　
　
　
（
９
８
）２
１
１
１

　

黒
羽
支
所
総
合
窓
口
課

　
　
　
（
５
４
）１
１
１
４

　　

年
少
扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養
控
除
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、
扶
養
控

除
の
対
象
と
な
る
扶
養
親
族
は
年
齢
16
歳

以
上
の
扶
養
親
族
と
な
り
ま
し
た
。

○
年
齢
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
者
に
対
す

　

る
扶
養
控
除
に
つ
い
て
は
上
乗
せ
部
分

　
（
12
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
、
一
般
扶
養
控

　

除（
控
除
額
33
万
円
）と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
特
定
扶
養
親
族（
控
除
額

　

45
万
円
）の
範
囲
が
、
扶
養
親
族
の
う
ち

　

年
齢
19
歳
以
上
23
歳
未
満
の
扶
養
親
族

　

と
な
り
ま
し
た
。

○
扶
養
控
除
お
よ
び
配
偶
者
控
除
に
適
用

　

さ
れ
て
い
た
同
居
特
別
障
害
者
加
算
の

　

特
例
措
置
に
つ
い
て
は
、
加
算
額（
23
万

　

円
）の
対
象
を
特
別
障
害
者
控
除（
控
除

　

額
30
万
円
）に
振
り
替
え
、
特
別
障
害
者

　

控
除
に
適
用
す
る
同
居
特
別
障
害
者
の

　

加
算
額
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。（
合
計
控

　

除
額
53
万
円
）

○
上
場
株
式
等
の
配
当
お
よ
び
譲
渡
所
得

　

等
に
対
す
る
３
％
軽
減
税
率
（
市
民
税

　

１
・
８
％
、
県
民
税
１
・
２
％
）の
特
例

　

が
平
成
25
年
12
月
31
日
ま
で
延
長
と
な

　

り
ま
し
た
。

○
寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用
下
限
が
５
千

　

円
か
ら
２
千
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
2
５

＜５月15日(火)～６月15日(金)＞

子育て支援情報子育て支援情報

子育てサロン
★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場
★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター
★開設時間

【お願い】施設の利用にあたっては、ケガや事故防止のため、お子さんから目
を離さないようお願いします。

木曜日　

火･木･金･第２土曜日
★休館日 ６/７

火曜日　★休館日 ６/12子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館)
子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

月･水･金・第４土曜日

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までのお子さんと保護者
の交流の場です。

就園前のお子さんと保護者が交流を図りなが
ら育児相談などを行うための場です。

親子交流の場の提供や子育ての悩みに関する相
談・適切なアドバイスを行います。
※電話相談も受け付けております。

月・水曜日　子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)
くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)

 毎週
 月～金曜日

   

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

9:00~12:00
13:00~16:00

■問い合わせ　
子ども幸福課子育て支援係
　　（２３ ）８９３２

軽
自
動
車
税
減
免
の
お
知
ら
せ

市
民
税
・
県
民
税
に

適
用
さ
れ
る
税
制
改
正

平成24年５月15日号 14

お知らせ
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お知らせ

対　象

曜　日

時　間

入会金

月　謝

水曜日

幼稚園年長～小学２年 小学３年～中学３年

午後７時～８時 30 分午後５時 30 分～６時 30 分

１０,０００円(ポンポン代含む)

６,０００円 ８,０００円

ジュニア

シニアクラスクラス

クラスクラス キッズキッズ

対　象

曜　日

時　間

入会金

月　謝

ジュニア

ジュニアジュニア

火曜日 月曜日

小学１年～５年 中学１年～３年小学４年～中学１年

シニア 中学生中学生

午後７時 15 分
　～８時 45 分

午後７時 15 分
　～８時 45 分

午後５時 15 分
　～６時 45 分

１０,０００円(ボール代含む)

６,０００円 ８,０００円

《バスケットボールスクール》

《チアダンススクール》

※５月から翌年３月末まで(月４回程度実施)

※５月から翌年３月末まで(月４回程度実施)

ブ
レ
ッ
ク
ス
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス

ク
ー
ル
／
ブ
レ
ク
シ
ー
・
チ
ア
ダ
ン
ス

ス
ク
ー
ル
大
田
原
校
生
徒
募
集

　
●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル

　

リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
で
は
、
バ
ス
ケ

　

ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル
大
田
原
校
の
生
徒
を

　

募
集
し
ま
す
。
経
験
者
の
み
な
ら
ず
初
心
者

　

も
大
歓
迎
！
プ
ロ
コ
ー
チ
・
選
手
が
教
え
る

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル
で
す
。

【
ス
ク
ー
ル
理
念
】

　

ス
ク
ー
ル
で
は
、
チ
ー
ム
強
化
で
は
な

　

く
、
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
中
心
に

　

考
え
、
運
動
能
力
開
発
や
運
動
に
対
す

　

る
知
的
能
力
開
発
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

　

ョ
ン
ス
キ
ル
な
ど
の
指
導
を
中
心
に
行

　

っ
て
い
く
こ
と
で
、
社
会
に
必
要
な
力

　

を
育
て
る
と
同
時
に
、
将
来
の
プ
ロ
バ

　

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
候
補
を
育
て
て

　

い
き
ま
す
。

●
チ
ア
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

　

リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
で
は
、
チ
ア

　

ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
大
田
原
校
の
生
徒
を

　

募
集
し
ま
す
。
元
気
と
笑
顔
を
は
ぐ
く

　

み
ま
す
！
リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
専

　

属
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
〝
B
R
E
X
Y
(ブ

　

レ
ク
シ
ー
)〞
が
直
接
指
導
！
楽
し
く

　

踊
ろ
う
チ
ア
ダ
ン
ス
！

【
チ
ア
ダ
ン
ス
と
は
】

　

チ
ア
ダ
ン
ス
は
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

の
中
の
ダ
ン
ス
部
分
を
独
立
さ
せ
た
競
技

で
、
組
み
体
操
の
よ
う
な
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ

ッ
ク
な
も
の
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

競
技
者
の
笑
顔
や
迫
力
あ
る
演
技
に
よ

っ
て
見
る
人
を
元
気
付
け
、
ま
た
競
技
者

自
身
も
元
気
に
な
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

本
場
ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｆ
Ｌ
や
Ｎ
Ｂ
Ａ
の

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
で
活
躍
す
る
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

や
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
活
躍
す
る
ダ
ン

サ
ー
は
チ
ア
ダ
ン
ス
出
身
者
が
多
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
の

高
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
競
技
人
口
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
合
っ
た
楽

し
み
方
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
す
。

●
ス
ク
ー
ル
内
容　

上
表
の
と
お
り

●
会　

場　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル
、

　

チ
ア
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
と
も
に
県
立
県
北

　

体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
(大
田
原
校
会
場
)

●
無
料
体
験
・
見
学　

無
料
体
験
(１
回

　

ま
で
)や
見
学
も
随
時
受
付
中

●
申
込
方
法　

リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
・
保
護
者

　

同
意
書
を
印
刷
し
、
必
要
事
項
を
記
入

　

の
上
、
郵
送
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
ま

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
で
き
な
い

　

方
に
は
応
募
書
類
を
F
A
X
ま
た
は
郵

　

送
で
お
送
り
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

(株
)リ
ン
ク
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
タ
ー
テ
イ

　

ン
メ
ン
ト

　

B
R
E
X
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ク
ー

　

ル
係
／
B
R
E
X
Y
チ
ア
ダ
ン
ス
ス

　

ク
ー
ル
係

　
　

〒
3
2
0
‐
0
8
3
3

　
　

栃
木
県
宇
都
宮
市
不
動
前
2
‐
2
‐
33

　
　

ス
ズ
キ
ビ
ル
Ⅲ 

2
階

　
　
　

０
２
８
(６
３
７
)８
１
３
２

　
　
　

０
２
８
(６
３
７
)８
１
３
９

　
　
　

info@
link-se.co.jp

　
　
　

http://w
w
w
.linktochigibrex.

　
　
　

com
/

〈
問
い
合
わ
せ
の
み
〉

　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
係

　
　
　

(２
２
)８
０
１
２

バスケットボールスクール

チアダンススクール
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２
０
１
２
市
長
杯
争
奪

企
業
対
抗
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

　

大
田
原
市
ゴ
ル
フ
の
ま
ち
づ
く
り
実
行

委
員
会
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

ゴ
ル
フ
客
誘
客
に
よ
る
産
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
、
企
業
対
抗
に
よ
る
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
コ
ー
ス

　

那
須
野
ヶ
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
開
催
期
日　

７
月
22
日
(日
)

●
参
加
資
格　

市
内
企
業
お
よ
び
、
そ
の

　

関
連
企
業

※
競
技
参
加
者
が
無
資
格
と
判
明
し
た
場

　

合
は
失
格
で
す
。

●
競
技
方
法

　

原
則
１
チ
ー
ム
４
名
と
し
、
団
体
チ
ー

　

ム
上
位
３
名
の
ネ
ッ
ト
ス
コ
ア
合
計
で

　

順
位
決
定
。
18
ホ
ー
ル
ズ
ス
ト
ロ
ー
ク

　

プ
レ
ー
、
オ
ー
ル
６
イ
ン
チ
の
ロ
ー
カ

　

ル
ル
ー
ル
採
用
。

※
１
企
業
複
数
チ
ー
ム
参
加
可

●
部　

門　

団
体
の
部
(ペ
リ
ア
)、
個
人

　

の
部
(新
ペ
リ
ア
)

●
参
加
料

　

１
人
１
０
０
０
円
と
し
、
当
日
開
催
ク

　

ラ
ブ
で
プ
レ
ー
代
と
あ
わ
せ
て
支
払
い
。

●
プ
レ
ー
費　

９
０
０
０
円
(セ
ル
フ
プ

　

レ
ー
で
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
、
諸
経
費
、
利

　

用
税
、
消
費
税
、
昼
食
代
を
含
む
。
)

●
使
用
テ
ィ
ー

・
男
子　

レ
ギ
ュ
ラ
ー

・
女
子　

レ
デ
ィ
ー
ス

・
70
歳
以
上　

シ
ニ
ア

●
定　

員　

１
２
０
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

●
表　

彰　

競
技
終
了
後
に
同
ク
ラ
ブ
レ

　

ス
ト
ラ
ン
で
行
わ
れ
る
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

　

の
席
上
で
表
彰
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法　

那
須
野
ヶ
原
カ
ン
ト

　

リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
、
７
月
上
旬
ま
で
に
直

　

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
次
回
大
会　

第
２
回
大
会
は
、
９
月
22

　

日
(土
・
秋
分
の
日
)に
千
成
ゴ
ル
フ
ク

　

ラ
ブ
で
開
催
予
定
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

那
須
野
ヶ
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　

０
２
８
７
(２
３
)１
１
０
１

　
　
　

０
２
８
７
(２
３
)２
２
２
１

　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　

（
県
北
体
育
館
内
)

　
　
　

(２
２
）
８
０
１
７

●
日　

時

①
第
１
回　

６
月
９
日
(土
)

②
第
２
回　

６
月
23
日
(土
)

※
①
、
②
は
同
じ
内
容
で
す
。

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

●
場　

所　

栃
木
県
庁
本
館
大
会
議
室

　

(宇
都
宮
市
塙
田
１
‐
１
‐
20
)

●
内　

容　

　

統
計
グ
ラ
フ
の
作
り
方
な
ど
。
受
講
の

　

後
、
親
子
で
絵
を
描
い
た
り
、
紙
を
貼

　

り
な
が
ら
ポ
ス
タ
ー
状
の
作
品
を
作
成

　

し
ま
す
。

●
講　

師

・
鹿
沼
市
立
み
な
み
小
学
校

　

久
武　

孝
弘　

先
生

・
日
光
市
立
大
室
小
学
校

　

旭
山　

美
穂
子　

先
生

●
対
象
者　

県
内
の
小
学
生
(３
年
生
以

　

上
)と
そ
の
保
護
者

●
定　

員

　

①
、
②
と
も
30
組
60
名
(先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料
(当
日
使
用
す
る
文
具

　

類
は
、
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。
)

●
主　

催

　

栃
木
県
、
栃
木
県
教
育
委
員
会
、
栃
木

　

県
統
計
協
会

●
申
込
方
法　

学
校
名
、
学
年
、
児
童
氏

　

名
、
保
護
者
氏
名
、
郵
便
番
号
、
住

　

所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、

　

５
月
25
日
(金
)ま
で
に
左
記
ま
で
申
し

　

込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
県
民
生
活
部

　

統
計
課
管
理
普
及
担
当

　
　

〒
３
２
０
‐
８
５
０
１

　
　

宇
都
宮
市
塙
田
１
‐
１
‐
20

　
　
　

０
２
８
(６
２
３
)２
２
４
２

　
　
　

０
２
８
(６
２
３
)２
２
４
７

　
　
　

tokeika@
pref.tochigi.lg.jp

●
開
催
趣
旨

　

那
須
家
の
祈
願
所
・
金
剛
寿
院
に
は
、

　

戦
国
時
代
に
那
須
氏
と
佐
竹
氏
が
取
り

　

交
わ
し
た
起
請
文
(神
仏
へ
の
誓
い
を

　

記
し
た
文
書
)が
、
伝
来
し
て
き
ま
し

　

た
。
中
世
の
人
々
は
、
起
請
文
に
何
を

　

誓
っ
た
の
か
。
実
物
の
起
請
文
を
通
し
、

　

中
世
人
の
心
性
に
迫
っ
て
み
た
い
と
思

　

い
ま
す
。

●
期　

間

　

５
月
26
日
(土
)〜
６
月
24
日
(日
)

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

(入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
)

※
休
館
日　

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
(祝

　

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
)

●
場　

所

　

那
須
与
一
伝
承
館
展
示
室

●
展
示
内
容

　

金
剛
寿
院
に
関
す
る
資
料
約
30
点

●
観
覧
料

・
大
人
(高
校
生
以
上
)　

３
０
０
円

・
中
学
生
以
下　

無
料

※
団
体
料
金
は
大
人
10
名
以
上
か
ら
２
５

　

０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　

(２
０
)０
２
２
０

栃
木
県
主
催
親
子
統
計
教
室

那
須
与
一
伝
承
館
テ
ー
マ
展
①

金
剛
寿
院
文
書
と
那
須
氏

佐竹義昭起請文

お知らせ
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お知らせ

●
対
象
者

　

平
成
24
年
４
月
に
高
等
学
校(

中
等
教

　

育
学
校
の
後
期
課
程
お
よ
び
特
別
支
援

　

学
校
の
高
等
部
を
含
む)

、
ま
た
は
修

　

業
年
限
２
年
以
上
の
専
修
学
校
高
等
課

　

程
に
在
学
し
て
い
る
方

●
募
集
期
間

　

５
月
14
日(

月)

〜
６
月
21
日(
木)

●
貸
与
月
額

・
国
公
立　

1
万
８
０
０
０
円

・
私　

立　

３
万
円

●
願
書
配
布
場
所

　

県
内
高
等
学
校
、
市
教
育
委
員
会
、
県

　

教
育
事
務
所
、
県
民
プ
ラ
ザ
な
ど

●
寄
付
の
お
願
い

　

栃
木
県
育
英
会
で
は
、
奨
学
金
の
貸
付

　

原
資
と
な
る
善
意
の
寄
付
金
を
募
集
し

　

て
い
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
方
に
ご

　

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

寄
付
金
の
振
込
書
な
ど
は
、
市
教
育
委

　

員
会
に
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
電
話
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

公
益
財
団
法
人
栃
木
県
育
英
会
事
務
局

　
　
　

０
２
８(

６
２
３)

３
４
５
９

　
　
　

http://w
w
w

16.ocn.ne.

　
　
　

jp/~ tochiiku/

　

地
域
ぐ
る
み
の
農
地
・
農
業
用
水
路
な

ど
の
資
源
の
保
全
活
動
を
支
援
し
て
き
ま

し
た
｢農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
｣

(

旧
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策)

は

本
年
３
月
末
で
対
策
期
間
を
終
了
し
ま
し

た
が
、
支
援
内
容
を
拡
充
し
、
５
年
間
事

業
が
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
本
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
希
望

す
る
地
域
、
集
落
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
事
業
期
間

　

平
成
24
年
度
〜
平
成
28
年
度(

5
年
間)

●
支
援
単
価(
予
定)

・
田　
　

１
ha
あ
た
り
３
万
３
０
０
０
円

・
畑　
　

１
ha
あ
た
り
２
万
１
０
０
０
円

・
草
地　

１
ha
あ
た
り　
　

３
０
０
０
円

※
問
い
合
わ
せ
は
６
月
29
日(
金)
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

農
林
整
備
課
農
村
整
備
係

　
　
　

(

２
３)

８
１
２
６

　

農
業
用
免
税
軽
油
の
、
軽
油
引
取
税
の

課
税
免
除
措
置
が
３
年
間
延
長
に
な
り
ま

し
た
。

　

農
業
用
免
税
証
の
有
効
期
限
は
、
｢平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で
｣と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
平
成
24
年
12
月
31
日
ま
で
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
免
税
証
は
そ
の
ま
ま
使
用
で
き

ま
す
の
で
、
県
税
事
務
所
で
の
訂
正
手
続

き
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
県
税
事
務
所
課
税
課

　
　
　

(

２
３)

４
１
７
２

　

本
市
の
農
業
に
お
い
て
、
担
い
手
の
高

齢
化
と
担
い
手
の
不
足
な
ど
厳
し
い
状
況

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
力
強

い
農
業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
基
本
と

な
る
人
と
農
地
の
問
題
を
一
体
的
に
解
決

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
国
の
新

事
業
と
し
て
、
各
地
域
で
話
し
合
い
を
行

い
、
地
域
が
抱
え
る
人
と
農
地
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
｢未
来
の
設
計
図
｣と
な

る
｢人
・
農
地
プ
ラ
ン
｣を
作
成
し
た
地
域

に
対
し
、
｢青
年
就
農
給
付
金(

経
営
開
始

型)

｣・
｢農
地
集
積
協
力
金
｣な
ど
の
支
援

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
各
地
区
の
農
業
再
生
推
進

員
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

｢皆
さ
ん
の
地
域
の
農
業
の
将
来
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
｣の
結
果
を
も
と

に
、
次
の
と
お
り
意
見
交
換
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
農
業
者
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

　

下
表
の
と
お
り

●
内　

容

・
｢人
・
農
地
プ
ラ
ン
｣に
関
す
る
制
度
説
明

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告

・
｢人
・
農
地
プ
ラ
ン
｣作
成
に
関
す
る
意

　

見
交
換

■
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
農
政
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
８

農
業
用
免
税
軽
油
の
お
知
ら
せ

｢

人
・
農
地
プ
ラ
ン｣

地
域
意
見

交
換
会
の
開
催

栃
木
県
育
英
会
奨
学
生
募
集

「
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交

付
金
」の
新
規
取
り
組
み

６月４日(月)
６月５日(火)
６月６日(水)
６月７日(木)
６月11日(月)
６月12日(火)

６月13日(水)

６月14日(木)
６月18日(月)
６月19日(火)

野崎地区
大田原地区
佐久山地区
親園地区
黒羽地区
須賀川地区
金田北地区
金田南地区
川西地区
両郷地区
湯津上地区

野崎地区公民館
大田原市総合文化会館(第２会議室)
佐久山地区公民館
親園地区公民館
黒羽庁舎(第１会議室)
須賀川出張所(大会議室)

那須与一伝承館(ホール）

黒羽庁舎(第１会議室)
両郷出張所(多目的ホール)
湯津上庁舎(103、104会議室)

日　　時 対象地区 場　　所

午後７時～
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データ放送・天文館

■申し込み・問い合わせ
　ふれあいの丘天文館 　(２８)３２５４
　　　 http://www.fureai-tenmonkan.jp/　

　詳細は広報おおたわら５月１日号14ページをご
覧ください。

　｢宵の明星｣として、夕方の西の空でひときわ明
るく輝いていた金星も、６月６日の日中には地球
と太陽の間を通りすぎ、明け方の東の空に見える
｢明けの明星｣へと移っていきます。６月６日には
金星がちょうど太陽の表面を通りすぎていくとき
の様子を地球から見ることができます。これは
｢金星の太陽面通過｣あるいは｢金星の日面経過｣と
よばれ大変めずらしい現象です。
　このとき金星は、夜の側が地球に向いているた
め(新月と同じように)黒くなって見えます。｢金
環日食｣のときの月の見かけの大きさは太陽とほ
とんど変りませんが、｢金星の日面通過｣のときの
金星の見かけの大きさは月よりずっと小さい(太
陽のざっと32分の１ほど)ので、黒い丸い点と
なって太陽の表面を通り過ぎていきます。この様
子を見るには､強い光と熱を出している太陽その
ものを見ることになりますので、金環日食を見る

ときと同じように細心の注意が必要です。見た
い方はイベントに参加されると安全です。

◆日時　６月６日(水)午前６時30分～午後１時
　　　　 45分(この間に自由にご参加できます)
◆場所　ふれあいの丘天文館
◆内容　日中、金星が太陽の表面を黒い丸い点
となって通りすぎていく大変めずらしい現象を
観望します。(雨天曇天時は中止。当日は電話で
確認してください。)
◆対象　中学生以上(中学生は保護者同伴)
◆定員　15名
●参加費　中学生100円、大人300円(入館料として)
◆申込方法　５月21日(月)から、電話または直接
　　　　　　ふれあいの丘天文館まで申し込み。
◆受付時間　午前９時～午後９時

　月が出た直後の午後７時ごろから欠けはじめ、
８時ごろには最大に欠け(食分約37%)、９時ご
ろに終了します。

ふれあいの丘
天文館だより  
ふれあいの丘
天文館だより  
ふれあいの丘
天文館だより

★６月６日　金星が太陽面を通過
　～次回は 105 年後　2117 年 12 月 11 日
★６月６日　金星が太陽面を通過
　～次回は 105 年後　2117 年 12 月 11 日

★金環日食　いよいよ本番‼★金環日食　いよいよ本番‼
★天文現象観望会『金星日面通過をみよう』
　参加者募集！
★天文現象観望会『金星日面通過をみよう』
　参加者募集！

★６月４日　部分月食　～肉眼でも見られます★６月４日　部分月食　～肉眼でも見られます

とちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用くださいとちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用くださいとちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用くださいとちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用ください

図２

図３

●操作手順
※ご使用のリモコンによっては、多少操作が異なる場合が
　あります。

■問い合わせ　
　情報政策課広報広聴係　　(２３)８７００

①チャンネルを｢とちぎテレビ｣に合わせます。

②リモコンの【d】ボタンを押してください。

③右の図１のように｢データ放送｣の画面になります。

④リモコンの矢印ボタン【▲▼】で見たい項目枠に移
　動させ、【決定】ボタンを押します。

⑤図２のように画面が変わり、掲載されている項目
　の一覧が表示されます。

⑥一覧の中から読みたい記事を矢印ボタン【▲▼】で
　選び【決定】ボタンを押します。

⑦図３のように記事の詳細が表示されます。

⑧【決定】か【戻る】ボタンを押すと、前の画面に戻り
　ます。

テレビ映像を全画面表示に戻すには、もう一度【d】
ボタンを押してください。

図１

【d】ボタン
【▲▼】ボタン
【決定】ボタン



図書館
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http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

【新着図書情報のメール配信サービス開始】
　大田原図書館では、４月13日(金)から、パソコンや携帯電話に新着図書情報をメール配信す
る「新着図書情報配信サービス(ＳＤＩ)」を開始しました。
　事前にキーワード(書名、著者名、出版社など)を登録しておくと、これに合致した資料(本、
ＣＤなど)が図書館に届いた場合、新着情報としてメールが配信されます。
　なお、このサービスを受けるためには、図書館窓口で図書館の利用者カードとインターネッ
ト利用の申し込みが必要です。詳しくは大田原図書館までお問い合わせください。

15,575人(577人)

3,053人(113人)

　　6,971人(258人)

1,384人(051人) 6,040冊

6,009点

1,241点

34点

入 館 者(1日平均)
個人貸出利用者数

(1日平均)

34,865冊

本 CD･ビデオ
貸 出 点 数種 別

施設区分

大田原

黒　羽

941人(035人) 119人(004人) 　357冊湯津上

４
月
の
統
計

●日　時　６月10日(日)
　　　　　午前11時～11時45分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい など

コアラおはなし会

●期　間　５月19日(土)～６月17日(日)
●会　場　黒羽図書館
●対　象　市内在住、在勤、在学および近隣
　市町在住の方
●方　法　グリム童話集の中から７種類のク
　イズを用意(例：シンデレラ、ブレーメンの
　音楽隊など)
　カウンターで用紙を受け取り、その日のう
　ちに解答してください。
　各種クイズは何回でも挑戦できます。
●内　容　全問正解者には｢特製しおり｣をプ
　レゼント

黒羽図書館クイズ
～グリム童話編～

開館  平　日  9:00～17:00
時間  土日祝  9:00～17:00(98)7037

(59)0855
開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30

開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30(23)4560

●日　時　６月３日(日)、６月10日(日)
　　　　　６月17日(日)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい･工作 など

ピノキオおはなし会

●日　時　６月９日(土)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク･紙芝居･工作 など

子どものつどい

★黒羽図書館★大田原図書館
★湯津上庁舎図書室

６月の図書館カレンダー６月の図書館カレンダー 休館日休館日

水

６
13
20
27

木

７
14
21
28

土
２
９
16
23
30

月

４
11
18
25

金
１
８
15
22
29

日

３
10
17
24

火

５
12
19
26

水

６
13
20
27

木

７
14
21
28

土
２
９
16
23
30

月

４
11
18
25

金
１
８
15
22
29

日

３
10
17
24

火

５
12
19
26

＊図書館のホームページ上で、蔵書の予約ができます。
　パスワードなどの登録は図書館カウンターに申請し
　てください。

19



平成24年５月15日号 20

伝承館・彫刻周遊

那
須
与
一
伝
承
館
通
信 〈
第
16
回
〉

那
須
与
一
伝
承
館
通
信 〈
第
16
回
〉

○
太
刀　

銘　

弘
綱

○
太
刀　

銘　

弘
綱

　

今
回
は
那
須
与
一
伝
承
館
が
収
蔵
す
る
資
料
の
中
か
ら
、

太
刀 

銘 

弘
綱
を
紹
介
し
ま
す
。

　

本
品
は
、
那
須
神
社
に
伝
わ
る
太
刀
で
、
栃
木
県
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

長
さ
は
八
〇・

三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
反
り
三・

六
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
刀
身
は
鎬
造
(刃
物
の
刃
と
峰
と
の
中

間
に
小
高
い
部
分
を
つ
け
た
作
り
方
)、
庵
棟
(刀
の
背
が

峰
型
)で
、
中
心
(茎
)は
丸
尻
(柄
の
先
端
が
丸
型
)で
｢弘

綱
｣の
銘
が
切
ら
れ
て
い
ま
す
。
太
刀
は
細
身
で
反
り
が
強

く
、
刀
身
は
し
な
や
か
な
曲
線
を
画
い
て
お
り
、
鎌
倉
時

代
に
作
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
太
刀
は
、
那
須
与
一
が
屋
島
の
戦
い
で
扇
の
的
を

射
落
と
す
こ
と
が
で
き
た
の
を
感
謝
し
て
、
金
丸
八
幡
宮

(那
須
神
社
)に
奉
納
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
時
に
、
与
一
は
土
佐
杉
を
用
い
て
八
幡
宮
の
社

殿
を
造
営
し
た
と
い
う
伝
承
も
残
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
太
刀
は
与
一
と
彼
の
地
元・

大
田
原
と
の
関

係
を
物
語
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
資
料
は
那
須
与
一
伝
承
館
で
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　

(２
０
)０
２
２
０

ひ
ろ
つ
な

い
お
む
ね

し
の
ぎ
づ
く
り

な
か
ご

く
き

ま
る
じ
り

太刀　銘　弘綱(栃木県指定文化財)
(那須神社所蔵／当館寄託)

　この作品は、大田原図書館の玄関に向かって左
側の植え込みの中にあります。
　ラグビーボールのような形の頭部をもつ人型の
造形物と、さいころのような形の造形物の２つで

構成された作
品です。ラグ
ビーボールに
あ た る 部 分
は、白と黒の
スライスされ
た御影石が交
互に配置され
ており、さいこ
ろも更に小さ
な白と黒のさ
いころを27個
交互に組み合
わせたような

デザインで、どことな
く宇宙を彷彿とさせ
ます。
　白御影石と黒御影
石を交互に接合した
デザインは「陰と陽」
を表わしており、それ
は「宇宙の循環を象
徴」し、「時間と空間を超えて彼岸の世界に向かう内
面的な求道の旅行を表現したものである。」と作者
はコメントを残しています。
　作者は韓国出身の申銀淑氏。梨花大学大学院彫
塑科を卒業後２年で韓国芸術大祭において特別賞

を受賞、２００２年現
在で現代アジア彫刻家
協会会員、仁河大学、京
畿大学大学院、檀国大
学大学院の講師、韓国
彫刻家協会副会長な
ど、各方面で活躍をして
います。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者
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■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８申　銀淑　　韓国　　2002年

Time  Traveler（時間旅行者）
タ イ ム     　　ト ラ ベ ラ ー

シン ユンスー

設置場所案内図（★印）
警察署警察署

鶯谷公園鶯谷公園

市役所市役所

図書館図書館
★★

申　銀淑  氏申　銀淑  氏
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ハーモニーホール

９月８日(土)/大ホール

一般 3,500円
　　(友の会 3,200円)
学生 2,000円
　　(大学生以下)

午後２時開演

【演奏予定曲目】
♪モーツァルト：アイネ・クライネ・ナハトムジーク
♪クライスラー：美しきロスマリン/ 愛の悲しみ/愛の喜び
♪グリーク：組曲「ホルベアの時代より」
♪ヴィヴァルディ：四季

※入場は就学児以上とさせて
　いただきます。

日時・会場

友の会優先電話予約  　　６月７日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  ６月９日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ６月11日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

　ハーモニーホールでは次の催物の参加申し込みを
６月15日(金)から30日(土)まで受け付けします。
　詳細についてはホールまでお問い合わせください。

　
　期日　８月17日(金)・18日(土)
　会場　那須野が原ハーモニーホール　大ホール
　資格　きちんとした演奏のできる小学４年生以上
　　　 　の方(グループでの合奏は５人まで)
　曲目　１人１曲　ただし、ソナタや組曲などは１
　　　　 つ の楽章(曲)
　楽器　ピアノはベーゼンドルファー１台を使用
　　　　   ※電気の使用や準備等に手間のかかる楽器は不可
　費用　出演者１人につき200円

出演者・グループ大募集！出演者・グループ大募集！

　日時　９月30日(日)午後２時開演
　会場　那須野が原ハーモニーホール　大ホール
　資格　大田原市、那須塩原市で活動する合唱団
　費用　3,000円

●クラシック・サマーシリーズ⑨
　第19回マラソン･コンサート
●クラシック・サマーシリーズ⑨
　第19回マラソン･コンサート

●クラシック・サマーシリーズ⑭
　ハーモニーホール・フェスティバル①
　合唱フェスティバル

●クラシック・サマーシリーズ⑭
　ハーモニーホール・フェスティバル①
　合唱フェスティバル

●ふるさとの音楽家シリーズvol.１
　那須野が原の夏コンサート
　～ヴァイオリン・チェロ・ハープによる名曲の調べ～

●ふるさとの音楽家シリーズvol.１
　那須野が原の夏コンサート
　～ヴァイオリン・チェロ・ハープによる名曲の調べ～

午後２時開演
日時・会場

※入場は就学児以上とさせていただきます。

日時・会場 ７月８日(日)/大ホール

※入場は就学児以上とさせていただきます。

午後３時開演
チ ケ ッ ト
全 席 自 由

ザ・ブラザース・フォア

●那須野が原フラダンス＆タヒチアンショー
　～メレフラ＆エコモマイコンサート～
●那須野が原フラダンス＆タヒチアンショー
　～メレフラ＆エコモマイコンサート～

一般 1,500円(友の会  1,400円)
学生 1,000円(大学生以下)

●出　  演　エコモマイ、ハラウ オ カ マヌ フラレア
【地元出演】エレガントフラ・ハラウ・オ・フジヌマ

７月22日(日)/交流ホール

チケ ッ ト
全 席 自 由

一般 1,000円(友の会  900円)
学生    500円(大学生以下)

●予定曲目♪ラヴェル：パヴァーヌ (ヴァイオリン )
　　　　　♪フォーレ：シチリアーノ ( チェロ )
　　　　　♪ドビュッシー：月の光 ( ハープ ) ほか

チ ケ ッ ト 全 席 指 定

エコモマイエコモマイ

大竹うらら
/ヴァイオリン
大竹うらら
/ヴァイオリン

玉川　克
/チェロ
玉川　克
/チェロ

高久美穂
/ハープ
高久美穂
/ハープ

堀　正文堀　正文

チケット好評発売中チケット好評発売中

1,000円

ザ・ブラザース・フォア

●公益財団法人那須野が原文化振興財団後援事業
　東日本大震災復興支援コンサート
　中村達也ＪＡＺＺユニット＆与一太鼓

●公益財団法人那須野が原文化振興財団後援事業
　東日本大震災復興支援コンサート
　中村達也ＪＡＺＺユニット＆与一太鼓

午後２時開演
日時・会場 ７月21日(土)/小ホール

チケ ッ ト
全 席 自 由

与一太鼓与一太鼓

ハラウ オ カ マヌ フラレアハラウ オ カ マヌ フラレア

●クラシック・サマーシリーズ⑪
　Ｎ響ソロ・コンサートマスター堀正文が主宰する
　Ｎ響室内合奏団演奏会

●クラシック・サマーシリーズ⑪
　Ｎ響ソロ・コンサートマスター堀正文が主宰する
　Ｎ響室内合奏団演奏会



４月７日 春の交通安全運動ハーレーパレード
（道の駅那須与一の郷～市内各地）　

春の交通安全県民総ぐるみ運動の一環とし
て、大型バイクによる交通安全パレードが
行われました。栃木県警白バイ隊を先頭に、
ハーレーダビッドソン愛好会とホンダGL会
が大型バイクで隊列を編成。道の駅那須与
一の郷を出発し、黒羽・湯津上地内を経由
し、市内一円を約２時間かけて走り、交通
安全、交通事故防止をＰＲしました。

４月２日～13日 高齢者作品展示会
（大田原市保健センター）　

お年寄りが介護予防、生きがいづくりを目
的として、自宅やほほえみセンターで編み
物、塗り絵、絵手紙など制作。それらの作
品を展示する「高齢者作品展示会」が開催さ
れました。会場には約300点が展示され、
訪れた方々は今後の生きがいづくりの参考
やきっかけになったと、見事な作品を見て
楽しみました。  

『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は情報政策課広報広聴係　   （２３）８７００までご連絡ください。

市内サクラめぐり市内サクラめぐり

大野放牧場（湯津上）大野放牧場（湯津上）

経塚稲荷神社（本町）経塚稲荷神社（本町）

野崎第二工業団地（上石上）野崎第二工業団地（上石上）

正覚山光厳寺（寺宿）正覚山光厳寺（寺宿）

美原公園（美原）美原公園（美原）
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情報政策課
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